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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株式市場の低迷や急速な円高の進行により、企業収益の改善

ペースの鈍化や個人消費の停滞感が続いております。海外経済におきましても英国のEU（欧州連合）離脱、中国・

新興国経済の減速及び、地政学リスク等による影響も懸念されることから、先行きの不透明感は高まっておりま

す。 

このような状況下、当社グループではFOOMA JAPANやINTERPHEX JAPAN等の大型展示会を通じ、豊富な製商品を紹

介し、新規顧客獲得、受注拡大に注力するとともに、人材の確保にも努め、営業力・技術力の増強を図って参りま

した。売上高につきましては、一部大口案件の検収が第２四半期以降にずれ込んでおりますが、連結子会社の業績

が概ね順調に推移したこともあり前年同期比406百万円増加いたしました。損益面におきましては、売上高総利益

率が前年同期比4.9ポイント低下しましたが増収効果もあり売上総利益は28百万円増加し、営業損益以下の段階利

益は損失計上となりましたが、損失額は前年同期比で縮小いたしました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,483百万円（前年同期比37.7％増）、売上総利益は297百

万円（同10.7％増）、営業損失は108百万円（前年同期は138百万円の損失）、経常損失は105百万円（前年同期は

123百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は64百万円（前年同期は84百万円の損失）となりまし

た。 

 

報告セグメントに基づく各事業別の概況は以下の通りであります。 

①産業用機械事業

当セグメントにおきましては、売上高全体では1,334百万円（前年同期比44.2％増）でありました。このうち、

充填機が465百万円（同58.9％増）、包装機が324百万円（同144.8％増）、改造・調整・修理が248百万円（同

3.4％増）、部品が192百万円（同26.0％増）、検査装置が97百万円（同22.5％増）と好調に推移いたしましたが、

製剤機は6百万円（前年同期77.1％減）となりました。

②工業用ダイヤモンド事業 

当セグメントにおきましては、売上高128百万円（前年同期比4.9％減）となりました。内訳では、パウダー18百

万円（同30.4％増）人造ダイヤ71百万円（同7.3％減）、原石38百万円（同12.7％減）等となっております。 

③その他 

その他は、主に坐薬用包装資材の販売で売上高20百万円（前年同期比23.2％増）であります。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比816百万円減少し、14,350百万円となりました。

これは主として前渡金が267百万円、仕掛品が158百万円、電子記録債権が235百万円増加する一方で、受取手形及

び売掛金が1,157百万円、現金及び預金が317百万円減少したことによるものです。負債につきましては、前連結会

計年度末比475百万円減少し、5,991百万円となりました。これは主として、前受金が243百万円増加する一方で、

支払手形及び買掛金、電子記録債務が合計で629百万円、未払法人税等が207百万円、減少したことによるもので

す。純資産は、主として配当金の支払い177百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失が64百万円により、8,359

百万円となり前連結会計年度末比341百万円の減少となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の第２四半期及び通期の連結業績予想につきましては、平成28年５月20日付けで公表いたしまし

た業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応 

報告第32号平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物 

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与え 

る影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,240,976 3,923,593 

受取手形及び売掛金 3,294,714 2,136,968 

電子記録債権 845,366 1,080,876 

有価証券 42,811 13,436 

商品及び製品 71,444 79,265 

仕掛品 1,951,438 2,110,090 

原材料 68,086 72,634 

前渡金 577,106 844,645 

繰延税金資産 138,299 191,699 

その他 109,835 125,836 

貸倒引当金 △2,195 △2,531 

流動資産合計 11,337,884 10,576,514 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 589,646 581,020 

土地 668,904 668,904 

その他（純額） 194,389 200,686 

有形固定資産合計 1,452,940 1,450,611 

無形固定資産    

その他 19,422 26,015 

無形固定資産合計 19,422 26,015 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,765,534 1,704,243 

長期預金 101,500 100,000 

その他 1,111,019 1,114,049 

貸倒引当金 △621,014 △621,013 

投資その他の資産合計 2,357,039 2,297,279 

固定資産合計 3,829,402 3,773,906 

資産合計 15,167,286 14,350,421 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,414,259 2,714,577 

電子記録債務 487,645 557,424 

短期借入金 261,740 345,090 

1年内返済予定の長期借入金 3,324 3,324 

未払法人税等 214,932 7,624 

前受金 1,400,496 1,644,341 

賞与引当金 91,452 54,041 

その他 241,654 344,937 

流動負債合計 6,115,506 5,671,361 

固定負債    

長期借入金 6,399 5,568 

退職給付に係る負債 163,813 157,014 

役員退職慰労引当金 78,224 79,440 

その他 102,342 77,755 

固定負債合計 350,779 319,779 

負債合計 6,466,285 5,991,140 

純資産の部    

株主資本    

資本金 669,700 669,700 

資本剰余金 695,975 695,975 

利益剰余金 6,655,058 6,412,858 

自己株式 △262,493 △262,493 

株主資本合計 7,758,239 7,516,039 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 729,771 670,946 

繰延ヘッジ損益 △24,996 △55,817 

為替換算調整勘定 1,663 988 

その他の包括利益累計額合計 706,438 616,117 

非支配株主持分 236,322 227,124 

純資産合計 8,701,001 8,359,280 

負債純資産合計 15,167,286 14,350,421 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,077,176 1,483,306 

売上原価 808,029 1,185,461 

売上総利益 269,147 297,845 

販売費及び一般管理費 407,991 406,069 

営業損失（△） △138,844 △108,224 

営業外収益    

受取利息 3,161 2,512 

受取配当金 10,432 12,912 

為替差益 4,438 － 

その他 648 2,733 

営業外収益合計 18,680 18,158 

営業外費用    

支払利息 557 733 

為替差損 － 7,397 

投資有価証券評価損 2,045 7,025 

その他 920 5 

営業外費用合計 3,523 15,161 

経常損失（△） △123,686 △105,227 

特別利益    

固定資産売却益 131 － 

特別利益合計 131 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △123,554 △105,227 

法人税、住民税及び事業税 1,006 2,480 

法人税等調整額 △31,623 △36,814 

法人税等合計 △30,616 △34,334 

四半期純損失（△） △92,938 △70,892 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8,052 △6,241 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △84,885 △64,651 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △92,938 △70,892 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,108 △61,431 

繰延ヘッジ損益 4,284 △30,821 

為替換算調整勘定 △131 △674 

その他の包括利益合計 6,261 △92,927 

四半期包括利益 △86,676 △163,820 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △78,663 △154,972 

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,012 △8,847 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（重要な後発事象）

自己株式の取得及び自己株式の公開買付け

当社は、平成28年6月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条第１項の規定及び当社定款に基づく自己株式の取得及びその具体的な取得方法として自己株式の公開買

付けを行うことを決議し、以下のとおり実施しております。

 

１．自己株式の取得及び自己株式の公開買付けを行う理由

 当社は、主要株主である筆頭株主の有限会社エム・ティ・シー開発（当社創業家の資産管理業務を行っている会

社であり、当社代表取締役会長の三浦隆が同社の代表取締役を務めております。）より、その保有する当社普通株

式の一部を売却する意向がある旨の連絡を受けました。当社は、当該売却により、一時的にまとまった数量の株式

が市場に放出されることによる当社普通株式の流動性及び市場価格への影響、並びに当社の財務状況等を総合的に

鑑みるとともに当社の資本効率の向上及び株主への利益還元を図る目的から、当該株式を自己株式として取得する

ことを検討いたしました。

 その結果、当社が自己株式として取得することは、１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）及び自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）等の資本効率の向上に寄与し、株主に対する利益還元に繋がると同時に、かかる自己株式の取得を行っ

た場合においても、当社の財務状況や配当方針に大きな影響を与えないものと判断いたしました。

 また、自己株式の具体的な取得方法については、株主間の平等性、取引の透明性の観点から十分に検討を重ねた

結果、公開買付けの手法が適切であると判断いたしました。

 

２．自己株式の取得に関する取締役会決議内容

(1)取得する株式の種類     普通株式

(2)取得する株式の総数     720,100株（上限）

(3)取得価額の総額       561,678,000円（上限）

(4)取得する期間        平成28年６月30日から平成28年８月31日まで

 

３．自己株式の取得終了について

(1)取得した株式の種類     普通株式

(2)取得した株式の総数     650,000株

(3)取得価額の総額       507,000,000円

(4)取得した期間        平成28年６月30日（木曜日）から平成28年７月28日（木曜日）まで

(5)取得方法          公開買付けの方法による 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
産業用機械

事業 

工業用ダ
イヤモン
ド事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 925,236 135,523 1,060,760 16,416 1,077,176 － 1,077,176 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － － 

計 925,236 135,523 1,060,760 16,416 1,077,176 － 1,077,176 

セグメント利益又は損失(△) △38,638 17,794 △20,843 3,961 △16,882 △121,961 △138,844 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△121,961千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
産業用機械

事業 

工業用ダ
イヤモン
ド事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,334,168 128,913 1,463,082 20,224 1,483,306 － 1,483,306 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － － 

計 1,334,168 128,913 1,463,082 20,224 1,483,306 － 1,483,306 

セグメント利益 18,451 12,546 30,998 2,718 33,717 △141,941 △108,224 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△141,941千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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